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 続いて、実際の伐倒体験です！

予め、どの木を切ったらよいか、

ボランティアが木にマークを付

けておきました。 

 まず、倒す方に障害となるもの

がないか、よ～く確認。 

続いて「受け口」を作ります。「受

け口」づくりもなかなか力が要る

ので、交代で作業をしました。 

 そして、また方向を確認。安全

第一です。その次が「追い口」づ

くりです。これも交代の作業で

す。「追い口」にクサビを打ち込

むと、ゆっくり、ダイナミックに

木が倒れていきました。 

きこり体験！ 

 

 伐倒した木は、なるべく早め

に皮をむきます。この時期は、

まだ木が水を吸い上げているの

で、皮がむきやすいのです。 

 皮に切れ目を切れて、木のヘ

ラをグイっと入れ込むと、きれ

いにむけていきました。 

 

 

 

 子供たちが気になるのは、もちろん、

ツリーハウスです。「登ってみたい！」

 ボランティアがサポートして、セカ

ンドデッキまで登ってみました。 

  

ツリーハウスに登ってみました！ 

 

 伐倒した丸太をのこぎりで玉切り

をしました。大きな丸太は二人がか

りののこぎりを使いました。 

 

スギの皮むき 丸太切り 

次回の活動は 9 月 28 日、「木の遊び道具をつくってみよう！」です。その次は 10 月 19 日です。 


